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　19 例はいずれも、ラエンネックまたはメルスモンを半年以上投
与した後にインターフェロンを使っている。その結果としてまず強
調したいのは、インターフェロンの副作用が非常に少ないことであ
る。ドクターストップをかけたのは、先の 70 歳の男性 1 例のみで
あった。ちなみにこのケースのような間質性肺炎では、マーカーの

「KL-6」でフォローすることができる。
　19 例中、18 例で一旦ウイルスが消えている。また、ウイルスタ
イプとしてはⅠ型が多く、約 3 分の 2 を占めている。ウイルスが一
度も消えなかったのは 1 例のみであったが、この症例は父親が医師
であったので、幼時には一家全員が同じ注射針で父に注射をしても
らっていたそうである。そのためか、身内のほとんどがＣ型肝炎と
いうことであったが、ウイルスが消えなかったこととの相関性は不
明である。
　また、一旦ウイルスが消えながら再発した例は 2 例であった。そ
のうち投与中が 1 例、終了後に再発が 1 例である。
　したがってウイルスが消え、そのまま陰性で経過しているのが
19 例中 14 例である（2 例は追跡不能）。こうしたウイルス性肝炎の
症例も、本研究会の会員の間で情報交換をしながら、有用なデータ
ベースをつくっていければと念願するところである。

　なお、プラセンタはベーチェット病の肝
障害に対しても好結果を示しているので、
1 例を表に示した。

5. その他の疾患への活用

　患者さんが非常に苦しまれながら、症状
に個人差も大きくて治療に難航するアト
ピー性皮膚炎に対しても、演者はプラセン
タを中心とする治療法によってかなりの好
結果を得ている。
　あるいは膝の痛みに対してプラセンタ療法を行う間に、下肢の静
脈瘤が改善するなど、派生的な効果を得た症例なども多いのである
が、詳細は今後の研究会の課題としたい。

6．まとめ

⑴プラセンタ療法は生体のシステムを活用した治療法である。
すなわち、従来の西洋医学とはかなり異なった治療法であると
いえよう。

⑵プラセンタ療法はホリスティックで身体に優しく、副作用が出に

ベーチェット病に対するプラ
センタ投与による血液検査値の
推移
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くい治療法である。
漢方医療にも一脈通ずるものがあるが、患者さんも医師も安心
できる療法である。

⑶すぐれた治療法でありながら、あまり普及していない。
実際に多くの利点を持ちながらまだ十分に活用されていないの
は、患者さんにとって不幸なことと言うべきであろう。不慮の
副作用を心配することもなく、間違いない結果が出る治療法な
のであるから、偏見を改め、多くの医療機関で活用してほしい
ものである。

⑷本研究会に与えられた課題の実現を期す。
我々の側でも医療現場の医師たちを説得できるエビデンスを積
み上げ、患者さんのためにこのプラセンタ療法をメジャーなも
のにしていかなければならない。そのためには、プラセンタに
よる治癒のメカニズムの解明と、正しい使い方の啓蒙に努めて
いかねばならない。

　演者は先にも述べたとおり、プラセンタ療法を 15 年間実践し、
毎日 200 人余りの患者さんに接し、異口同音に「よくなりました。
有難うございました」と言われ続けているのが実際のところであ
る。
　プラセンタ療法はそのような治療法であるだけに、もっと多くの
医師たちの心を動かし、まだ出会えないでいる患者さんの笑顔を誘
いたいと切望するものである。


